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春
岡
石
窟
は
、
中
国
山
西
省
大
同
市
の
旧
城
、
西
一
五
キ
ロ
の
地
点
に
開

か
れ
た
金
予
約
一
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
仏
教
石
窟
寺
院
で
あ
る
。
北
魏
時
代
（
三

八
六
～
五
三
四
年
）
の
仏
教
美
術
を
代
表
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ

れ
ほ
ど
大
規
模
な
石
窟
群
が
国
家
事
業
と
し
て
造
営
さ
れ
た
の
は
、
中
国
史

上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
窟
や
像
が
彫
り
出
さ
れ

た
だ
け
で
な
く
、
芸
術
性
に
す
ぐ
れ
、
ま
た
深
い
仏
教
理
解
に
基
づ
き
配
さ

れ
た
浮
き
彫
り
の
数
々
な
ど
、
窟
全
体
の
完
成
度
に
お
い
て
こ
れ
を
凌
駕
す

る
も
の
は
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
、
早
戸
石
窟
は

世
界
遺
産
と
し
て
顕
彰
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
武
州
規
に
面
す
る
崖
に
開

か
れ
た
こ
の
石
窟
群
は
、
か
つ
て
は
「
武
州
由
石
窟
寺
」
あ
る
い
は
「
霊
厳

寺
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
が
、
明
代
頃
か
ら
雲
岡
石
窟
の
名
称
が
定
着
し
た
。

東
か
ら
西
に
向
か
っ
て
順
に
、
第
一
窟
、
第
二
窟
と
編
号
さ
れ
、
大
型
窟
だ

け
で
も
四
五
を
数
え
る
。
そ
れ
以
外
に
も
小
窟
、
母
鳥
が
多
数
穿
た
れ
て
お

り
、
造
像
の
総
数
は
五
万
一
千
体
に
も
お
よ
ぶ
と
言
う
。

　
星
雲
・
和
平
元
年
（
四
六
〇
年
）
、
宗
教
長
官
（
沙
門
統
）
に
就
任
し
た

僧
侶
・
曇
曜
が
文
成
帝
に
上
奏
し
、
太
祖
（
道
武
帝
）
以
下
、
文
成
帝
ま
で

の
五
人
の
皇
帝
（
道
武
、
明
元
、
太
武
、
景
穆
、
文
成
）
を
供
養
す
る
た
め
、

首
都
平
城
（
大
同
）
の
西
郊
武
州
塞
に
五
つ
の
石
窟
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
現
在
「
曇
曜
五
窟
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
第
一
六
～
二
〇
窟
が
そ

れ
に
相
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に
続
く
第
二
期
諸
窟
（
第

七
・
八
、
九
・
一
〇
、
…
　
・
一
二
・
～
三
、
一
・
二
、
五
・
六
窟
）
と
、

洛
陽
遷
都
（
四
九
四
年
）
以
後
開
か
れ
た
第
三
期
諸
窟
（
第
二
一
～
四
五

窟
）
の
合
計
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
雲
岡
石
窟
は
形
成
さ
れ
て
い
る
。
雲
岡

石
窟
の
造
営
は
、
五
二
〇
年
代
初
頭
に
は
完
金
に
停
止
し
、
遼
の
時
代
（
一

〇
四
九
年
）
と
金
の
時
代
（
一
一
四
六
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
再
建
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
は
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま

い
、
清
代
以
降
、
ま
っ
た
く
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。

　
長
い
年
月
の
間
、
人
々
か
ら
そ
の
存
在
を
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
雲
岡
石
窟

を
再
発
見
し
た
の
は
、
職
法
隆
寺
建
築
論
』
を
著
し
、
日
本
に
お
け
る
建
築

史
学
の
基
礎
を
築
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
伊
東
忠
太
氏
（
一
八
六
七
～
一
九

五
四
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
氏
が
一
九
〇
二
年
～
一
九
〇
五
年
の
三
年
に
お
よ

ぶ
中
国
、
イ
ン
ド
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
を
巡
る
世
界
大
旅
行
を
ま
さ
に
開
始
し
た
明
治
三
五
年
（
　
九
〇

二
）
六
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
型
置
と
い
う
一
寒
村
に
農
芸
時
代
の
石
窟
が

存
在
す
る
と
は
夢
想
し
て
も
お
ら
ず
、
「
遼
や
金
の
遺
物
を
探
る
の
が
目
的

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
案
外
な
発
見
を
致
し
て
実
に
雀
躍
し
て
喜
ん
だ
」
と

伊
東
氏
は
記
し
て
い
る
が
（
『
支
那
旅
行
談
騙
〈
見
学
・
紀
行
　
伊
東
忠
太
著

作
集
第
五
巻
所
収
〉
原
書
房
、
｝
九
八
二
年
）
、
「
種
々
の
関
係
」
や
「
日
程

の
都
合
」
が
あ
り
、
わ
ず
か
二
日
間
だ
け
の
滞
在
で
あ
っ
た
。
門
大
同
か
ら

西
の
方
朔
平
を
経
て
二
化
城
に
至
り
更
に
西
方
砂
漠
地
に
進
入
し
て
見
た
な
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ら
ば
、
定
め
て
石
窟
寺
と
西
域
と
の
関
係
を
示
す
と
こ
ろ
の
古
趾
が
あ
る
だ

ろ
う
と
思
う
と
、
爾
遊
の
念
が
勃
々
と
し
て
禁
じ
難
い
の
で
あ
っ
た
」
と
い

う
醤
葉
か
ら
、
大
規
模
石
窟
寺
院
の
発
見
の
喜
び
と
、
思
う
に
ま
か
せ
な
い

日
程
の
狭
間
で
、
石
窟
の
前
で
天
を
仰
ぐ
彼
の
姿
が
彷
佛
と
さ
れ
る
。
そ
の

後
フ
ラ
ン
ス
人
の
東
洋
学
者
で
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ル
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
氏
が
一

九
一
五
年
に
著
し
た
報
告
書
《
竃
δ
ω
δ
口
銭
。
財
Φ
o
び
σ
q
β
器
儒
き
ω
『
○
凱
口
①

ω
碧
8
箕
臥
。
ロ
巴
Φ
》
（
℃
鎚
一
ω
）
に
お
い
て
、
初
め
て
雲
岡
石
窟
の
写
真
が
発

表
さ
れ
た
。
ま
た
中
国
で
は
一
九
～
九
年
に
陳
遮
蔽
が
「
記
大
同
武
州
山
石

窟
寺
」
（
『
東
方
雑
誌
』
第
一
六
巻
二
、
三
号
）
を
著
わ
し
、
日
本
で
も
一
九

二
六
年
に
関
野
貞
・
常
磐
大
定
両
氏
が
『
支
那
仏
教
史
蹟
』
（
仏
教
史
蹟
研

究
会
）
中
に
多
く
の
写
真
を
掲
載
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
概
説
な
ど
を
し
た
た

め
、
雲
岡
石
窟
は
広
く
世
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
本
格
的

な
硬
究
が
開
始
し
た
。

　
そ
し
て
一
九
五
一
年
か
ら
五
年
間
か
け
て
出
版
さ
れ
た
、
水
野
清
一
・
長

廣
敏
雄
『
雲
岡
石
窟
』
全
一
六
巻
三
二
冊
こ
そ
が
、
雲
量
石
窟
研
究
を
飛
躍

的
に
進
歩
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
研
究
が
中
国
考
古
学
お
よ
び
中
国
仏
教

美
術
史
研
究
史
上
の
金
字
塔
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
も
が
認
め
る
事
実
で
あ
る
。

出
版
後
す
で
に
半
世
紀
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
価
値
は
い
さ

さ
か
も
減
じ
て
い
な
い
。
研
究
内
容
は
質
量
と
も
に
他
を
圧
倒
し
、
そ
の
た

め
新
た
に
雲
岡
石
窟
研
究
を
志
そ
う
と
す
る
者
が
出
に
く
い
状
況
が
生
ま
れ

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
、
日
豊
合
同
で
『
中
国
石
窟
　
雲
岡

石
窟
臨
第
一
、
二
巻
（
平
凡
社
、
～
九
八
九
、
一
九
九
〇
年
）
が
出
版
さ
れ
、

ま
た
雲
華
石
窟
文
物
研
究
所
・
山
西
省
考
古
研
究
所
・
大
同
市
博
物
館
に
よ

る
「
豊
岡
石
窟
第
三
窟
遺
趾
発
掘
桑
門
」
（
『
文
物
』
二
〇
〇
四
年
第
六
期
）

や
、
劉
俊
喜
・
張
志
忠
両
氏
の
「
北
魏
黒
帯
辞
雍
遺
趾
南
門
発
掘
社
報
」

（『

R
西
省
考
古
学
会
論
文
当
馬
三
、
山
九
群
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

な
ど
雲
岡
石
窟
お
よ
び
そ
の
周
辺
遺
跡
の
発
掘
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
関
係

資
料
が
増
加
し
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
、
楯
岡
石
窟
研
究
は
再
び

盛
ん
に
な
り
始
め
つ
つ
あ
る
。
昨
年
、
山
西
省
大
同
市
で
開
催
さ
れ
た
「
二

〇
〇
五
　
雲
岡
国
際
学
術
研
討
会
」
に
、
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
研
究
者
が

参
加
し
、
発
表
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
水
野
清
一
・
長
慶
敏
雄
両
氏
ら
東
方
文
化
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
は
、
一
九

三
八
年
か
ら
一
九
四
四
年
に
わ
た
り
、
雲
岡
石
窟
の
み
な
ら
ず
周
囲
に
あ
る

重
要
な
遺
跡
の
調
査
を
く
ま
な
く
お
こ
な
っ
た
。
本
書
は
、
そ
の
際
収
集
さ

れ
た
遺
物
の
中
で
、
あ
ま
り
に
小
さ
な
破
片
で
あ
っ
て
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
な
ど
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
る
こ
と
な
く
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
を
整
理
し
考
察
を
加
え
た
報
告
書
で
あ
る
。
編
者

で
あ
る
岡
村
秀
典
氏
は
序
に
お
い
て
、
「
『
雲
岡
石
窟
』
を
補
完
す
る
と
と
も

に
、
…
…
日
中
両
国
の
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
考
古
学
か
ら
雲
雨
石

窟
の
新
し
い
研
究
を
発
信
し
よ
う
と
い
う
試
み
」
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、
今

こ
の
時
期
に
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
く
中
国
考
古
お
よ
び

仏
教
美
術
史
の
研
究
に
新
た
な
一
石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
書
で
は
雲
岡
石
窟
（
第
一
章
）
以
外
に
も
、
西
堺
廃
寺
（
第
二
章
）
、

西
湾
瓦
窯
趾
（
第
三
章
）
、
五
宮
屯
遺
玩
（
第
四
章
）
、
高
密
木
地
遺
趾
（
第

五
章
）
、
平
城
遺
趾
（
第
六
章
）
、
方
山
盛
鮭
（
第
七
章
）
、
西
番
田
遺
趾

（
第
八
章
）
、
貴
仁
遺
骨
（
第
九
章
）
、
徐
瞳
甑
室
墓
（
第
一
〇
章
）
、
応
県

東
隠
構
馬
丁
（
第
一
～
章
）
な
ど
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
遺
物
が
紹
介
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
時
代
も
新
石
器
時
代
～
鎗
金
時
代
ま
で
と
幅
広
い
。
雲
譲
石
窟
以

前
の
大
同
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
、
雲
岡
石
窟
理
解
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ

る
と
同
時
に
、
新
石
器
時
代
の
遺
物
を
も
収
集
し
て
い
た
水
野
清
～
・
長
廣
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評書

敏
雄
両
氏
ら
の
知
的
好
奇
心
の
旺
盛
さ
や
研
究
態
度
の
柔
軟
性
に
、
心
底
驚

か
さ
れ
る
。

　
中
国
南
北
朝
時
代
の
仏
教
美
術
研
究
者
に
と
り
、
と
く
に
重
要
と
思
わ
れ

る
の
は
、
や
は
り
下
熱
石
窟
、
西
梁
廃
寺
、
平
城
遺
蛙
、
方
山
下
玩
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
北
魏
時
代
の
遣
物
の
数
々
で
あ
る
。
第
＝
～
章
で
は
、
北
魏
以

前
の
遺
物
に
関
す
る
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
同
章

「
二
　
北
魏
の
平
城
と
雲
岡
石
窟
」
中
、
第
八
、
第
九
窟
前
や
東
部
台
上
寺

院
蛙
、
西
部
台
上
寺
院
趾
、
西
梁
廃
寺
、
ま
た
方
山
遺
趾
か
ら
鵬
湿
し
た

「
傳
酢
無
窮
」
の
文
字
瓦
当
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ

ら
「
傳
扉
無
窮
」
の
瓦
当
は
、
西
梁
廃
寺
の
一
部
の
瓦
当
を
除
き
す
べ
て
同

箔
、
つ
ま
り
ひ
と
つ
の
木
製
箔
で
作
ら
れ
て
い
た
。
傷
や
磨
耗
の
程
度
か
ら
、

そ
れ
ら
は
第
＝
　
窟
上
部
の
東
部
塁
上
寺
院
証
と
第
八
窟
前
か
ら
出
土
し
た
も

の
（
第
一
期
）
、
第
九
窟
お
よ
び
方
由
春
嵐
の
も
の
（
第
二
期
）
、
第
三
期
諸

藩
（
い
わ
ゆ
る
西
方
諸
窟
）
台
地
上
の
西
部
台
下
寺
院
趾
と
雲
岡
石
窟
東
約

一
キ
ロ
に
位
置
す
る
西
梁
廃
寺
の
一
部
（
第
三
期
）
の
三
つ
の
時
期
に
分
類

さ
れ
る
と
い
う
。
皇
帝
の
位
が
永
遠
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
た
も
の

だ
と
さ
れ
る
「
傳
詐
無
窮
扁
の
文
字
配
当
は
、
雲
岡
石
窟
で
の
み
用
い
る
こ

と
が
許
さ
れ
た
が
、
例
外
的
に
方
由
永
固
陵
に
お
い
て
も
使
用
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
五
輪
石
窟
で
は
、
第
七
・
八
窟
か
ら
始
ま

る
第
二
期
諸
窟
に
お
い
て
は
じ
め
て
石
窟
前
に
木
造
建
築
が
建
て
ら
れ
、
第

三
窟
の
上
に
開
か
れ
た
東
部
謹
上
寺
院
肚
も
、
そ
れ
と
同
じ
時
期
に
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
方
第
二
〇
窟
前
か
ら
は
、
西
部
台
糖
寺
院
趾

の
も
の
と
同
箔
と
考
え
ら
れ
る
複
弁
蓮
華
文
瓦
当
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、

雲
岡
石
窟
で
最
初
に
開
か
れ
た
曇
曜
五
窟
の
前
に
建
築
物
が
建
て
ら
れ
た
の

は
、
洛
陽
遷
都
前
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　
門
傳
酢
無
窮
」
の
文
字
瓦
当
に
注
目
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ

て
き
た
感
の
あ
る
石
窟
前
の
建
築
や
、
東
部
お
よ
び
西
部
台
上
寺
院
、
ま
た

雲
量
石
窟
東
一
キ
ロ
に
開
か
れ
た
西
盛
廃
寺
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
雲
華
石
窟
が
、
石
窟
群
と
そ
の
前
の
建
築
物
、

さ
ら
に
い
く
つ
か
の
寺
院
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
従
来
の

石
窟
お
よ
び
そ
こ
に
彫
り
出
さ
れ
た
造
像
を
主
と
す
る
研
究
で
は
、
片
手
落

ち
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
雲
岡
石
窟
を
正
確
に
理
解
す
る
に
は
、

修
行
空
間
と
し
て
の
石
窟
と
、
礼
拝
空
間
で
あ
る
木
造
建
築
部
分
と
が
合
わ

さ
り
、
ひ
と
つ
の
「
石
窟
寺
院
扁
が
形
成
さ
れ
て
い
た
事
実
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
僧
侶
た
ち
が
訳
経
を
お
こ
な
い
、
生
活
を
営
む

場
所
が
少
し
離
れ
て
存
在
し
た
こ
と
は
、
僧
侶
た
ち
の
生
活
形
態
の
み
な
ら

ず
、
北
魏
が
国
家
の
威
信
を
か
け
て
造
営
し
た
雲
岡
石
窟
と
僧
侶
と
の
関
係

を
考
え
る
上
で
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
評
者
が
も
っ
と
も
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
第
九
・
一
〇
窟
の
造
営

年
代
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
こ
の
双
窟
の
造
営
年
代
に
つ
い
て
は
、
造
像

様
式
や
皇
帝
（
孝
文
帝
）
が
雲
岡
石
窟
に
行
幸
し
た
年
代
か
ら
四
七
五
年
頃

で
あ
ろ
う
と
す
る
長
里
敏
雄
氏
説
と
、
北
京
大
学
図
書
館
で
発
見
し
た
「
大

金
西
京
武
州
山
号
修
大
石
窟
寺
碑
」
（
稟
質
）
の
記
載
を
根
拠
と
し
て
、
そ

れ
が
四
八
四
～
四
八
九
年
の
開
繋
だ
と
す
る
宿
白
氏
の
説
が
あ
る
。
長
腰
説

に
は
、
出
撃
石
窟
へ
行
幸
し
た
年
代
と
石
窟
完
成
が
必
ず
し
も
一
致
す
る
と

は
限
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
至
上
説
に
し
て
も
造
営
か
ら
お
よ
そ
七

百
年
近
く
経
っ
て
刻
ま
れ
た
碑
の
内
容
に
ど
れ
ほ
ど
信
頼
が
置
け
る
か
と
い

う
疑
問
が
残
る
の
で
、
長
ら
く
こ
の
石
窟
の
造
営
年
代
に
関
し
て
定
説
が
な

い
状
態
に
あ
る
。
中
国
で
は
現
在
宿
曇
霞
説
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と

は
い
え
、
無
条
件
に
こ
の
説
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
本
書
で
は
第
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九
・
一
〇
窟
と
同
様
、
第
二
期
に
属
す
る
「
傳
酢
無
窮
」
瓦
当
が
出
土
し
、

か
つ
四
八
一
～
四
八
四
年
に
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
文
明
太
后
の
陵

（
方
山
永
固
陵
）
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
九
・
一
〇
窓
前
か
ら
出
土
し
た
複
弁
蓮
華
文
瓦
当
が
、

方
山
永
固
陵
の
蓮
華
化
生
文
指
貫
よ
り
い
く
ぶ
ん
新
し
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
根
拠
と
し
て
、
第
九
・
一
〇
窟
は
金
嵩
に
太
山
八
年
～
　
三
年
（
四
八

四
～
四
八
九
）
に
開
墾
さ
れ
た
と
記
さ
れ
た
「
崇
教
寺
」
で
あ
る
と
す
る
宿

白
氏
説
を
採
っ
て
い
る
。

　
評
者
は
以
前
、
壁
面
に
穿
た
れ
た
仏
禽
の
尖
撲
額
を
支
え
る
柱
頭
の
形
か

ら
、
第
九
・
一
〇
窟
の
年
代
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
方
山
永
固

陵
の
墓
門
に
刻
ま
れ
た
同
種
の
柱
頭
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
第
九
・
一
〇
窟

の
造
営
年
代
は
方
山
永
固
陵
よ
り
早
い
（
四
八
一
年
以
前
）
と
の
結
論
を
得

た
（
八
木
春
生
『
雲
岡
石
窟
文
様
論
評
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
。
そ
れ
ゆ

え
本
書
と
は
異
な
る
立
場
を
採
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
書
の
説
の
問
題
点
に

は
、
以
下
の
三
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
～
点
と
し
て
は
、
重
要
な
根
拠

で
あ
る
第
九
・
一
〇
窟
前
（
南
北
ト
レ
ン
チ
三
）
か
ら
発
掘
さ
れ
た
複
弁
蓬

華
文
瓦
当
の
、
出
土
し
た
層
位
が
不
明
で
あ
り
、
後
の
時
代
に
別
の
場
所
か

ら
混
入
し
た
可
能
性
を
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
。
ま
た
そ
れ
と
、
方

山
永
固
陵
の
蓮
華
化
生
文
瓦
当
の
比
較
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
第
二
点
は
、
石
窟
と
そ
の
前
に
建
て
ら
れ
た
建
築
の
間
に
、
当
然
考
慮

さ
れ
る
べ
き
時
間
差
に
つ
い
て
、
醤
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
方
山
永

固
陵
よ
り
早
く
造
営
が
開
始
し
て
い
て
も
、
石
窟
を
外
壁
ま
で
仕
上
げ
て
か

ら
工
事
に
取
り
か
か
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
九
・
一
〇
窟
前
の
木
造
建
築
の

完
成
時
期
が
方
山
永
固
陵
よ
り
遅
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
つ
ま
り

石
窟
前
建
築
物
の
瓦
当
を
用
い
て
、
石
窟
の
造
営
時
期
を
決
定
す
る
に
は
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
瓦
当
が
一
括
し

て
大
寄
に
焼
成
さ
れ
た
後
、
保
存
さ
れ
る
倉
庫
の
よ
う
な
場
所
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
必
要
に
応
じ
て
第
九
・
一
〇
窟
以
降
の
第
二
期
諸
窟
窟
前
の
建
築
物

や
方
山
永
固
陵
の
た
め
に
瓦
当
が
配
ら
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
第
三
点
は
、
第
九
・
一
〇
窟
が
四
八
四
～
四
八
九
年
に
開
か

れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
四
八
四
年
に
埋
納
さ
れ
た
司
馬
金
窓
蓋
の
遺
物
（
屏

風
の
礎
石
な
ど
）
が
そ
の
強
い
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
を
説
明

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
雲
量
石
窟
以
外
で
は
、
方
山
永
固
陵
に
お
い
て
の
み
「
傳
酢
無

窮
」
の
文
字
瓦
書
使
用
が
認
め
ら
れ
た
事
実
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
方
山
永
固
陵
が
特
黙
視
さ
れ
、
文
明
太
后
が
当
時
絶
大
な
権
力

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
最
高
水
準

を
誇
る
と
思
わ
れ
る
そ
の
造
営
に
携
わ
っ
た
工
入
た
ち
が
、
雲
岡
石
窟
の
工

人
た
ち
と
交
流
を
持
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
墓
葬
美
術
と
仏
教
美
術
と

が
、
完
全
に
は
分
た
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
点
で
興
味
深

い
。
方
山
永
固
陵
の
工
人
た
ち
が
、
雲
岡
石
窟
と
同
じ
集
団
に
属
し
て
い
な

か
っ
た
の
は
、
第
九
・
一
〇
窟
と
方
山
永
固
陵
に
彫
り
出
さ
れ
た
飛
天
や
華

中
図
像
の
細
部
形
式
の
違
い
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
両
者

の
図
像
の
類
似
か
ら
、
ふ
た
つ
の
薮
入
集
団
が
互
い
の
作
品
に
つ
い
て
知
識

を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ

れ
ゆ
え
墓
葬
美
術
特
有
の
、
漢
民
族
伝
統
の
死
後
の
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

仏
教
美
術
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。
最
近
、
孝

文
帝
が
方
山
に
造
営
し
た
万
年
堂
の
門
櫃
彫
刻
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ

た
が
、
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
武
人
像
が
、
龍
門
石
窟
賓
陽
中
石
の
金
剛
力
士
像

と
多
く
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
と
関
係
し
よ
う
。
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本
書
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
残
念
な
が
ら
こ
こ
で
す
べ
て
を
論
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
北
魏
仏
教
美
術
を
研
究
す
る
上
で
示
唆
に
富
む
記
載

が
、
上
記
以
外
に
も
数
多
く
見
い
だ
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
図
版
二
四
－
二

（
標
本
番
号
五
一
）
に
示
さ
れ
た
、
青
石
に
刻
ま
れ
る
銀
杏
の
葉
の
よ
う
な

形
の
樹
木
表
現
は
、
方
山
永
固
陵
か
ら
出
土
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

樹
木
の
形
式
は
、
こ
れ
ま
で
洛
陽
遷
都
以
降
に
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
（
も
っ
と
も
早
い
例
は
、
景
明
三
年
（
五
〇
二
）
銘
を
持
つ
富
里
省
天

水
麦
積
山
石
窟
第
一
一
五
号
窟
の
壁
画
に
仙
人
と
と
も
に
描
か
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
。
こ
れ
が
咽
水
霜
注
』
に
記
載
さ
れ
た
永
眠
堂
の
周

囲
に
立
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
「
青
石
の
屏
風
」
の
一
部
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
の
指
摘
は
興
味
深
く
、
こ
の
樹
木
形
式
が
お
そ
ら
く
南
朝
起
原
の
文
様

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
南
朝
美
術
の
影
響
が
四
八
○
年
代
初

頭
に
す
で
に
北
朝
で
表
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
西
部
台
下
寺

院
遺
骨
か
ら
出
土
し
た
緑
紬
平
瓦
が
、
「
平
城
に
お
い
て
屋
根
を
荘
厳
に
飾

る
こ
と
が
洛
陽
遷
都
の
こ
ろ
ま
で
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
、
西
部
呈
上
寺
院
蛙

が
王
宮
と
並
ぶ
重
要
な
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」
と
い
う
指

摘
や
、
雲
岡
石
窟
の
東
に
は
「
同
時
代
の
石
窟
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
か
わ

り
に
、
西
梁
廃
寺
の
よ
う
な
木
造
寺
院
が
建
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

雲
岡
石
窟
の
寺
院
景
観
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
発
見
で
あ
ろ
う
」
と
い
う

指
摘
は
、
雲
岡
石
窟
の
景
観
と
い
う
、
新
た
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。

　
現
在
、
人
文
科
学
研
究
所
考
古
学
研
究
室
の
本
棚
に
は
、
一
九
三
八
年
か

ら
一
九
四
四
年
の
雲
岡
石
窟
調
査
ノ
ー
ト
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
執
筆

の
た
め
、
水
野
清
一
氏
や
長
廣
敏
雄
氏
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
記

録
と
、
人
文
科
学
研
究
所
に
未
発
表
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
た
遣
物
と
を
丁

寧
に
突
き
合
わ
せ
る
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
東
方
文
化
研

究
所
以
来
の
伝
統
が
確
実
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
雲
岡
石
窟
研
究

が
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
本
書
は
、

未
だ
解
決
を
見
な
い
多
く
の
問
題
に
対
し
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
早
期
石
窟
を
再
発
見
し
た
の
が
伊
東
恵
太
氏
（
建
築
史
家
）
で
あ
っ
た

と
い
う
事
実
に
立
ち
返
り
、
考
擦
半
、
美
術
史
以
外
に
も
建
築
史
等
の
最
薪

の
方
法
論
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
、
研
究
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
契
機

と
な
る
に
違
い
な
い
。
昇
藤
石
窟
文
物
研
究
所
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
多

く
の
研
究
者
の
協
力
を
受
け
こ
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
日
中
両
国

の
研
究
者
た
ち
が
自
由
に
行
き
来
し
て
情
報
交
換
で
き
る
現
在
の
状
況
を
示

し
て
い
る
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
対
等
な
立
場
で
協
力
し
あ
う
こ
と
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
が
う
ま
く
な
さ
れ
て
い
る
点
で
、
本
書
は
こ
れ
か

ら
の
中
国
研
究
に
お
け
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

（
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